
     

 

 
次回の市民参加懇談会の開催計画について 

（検討用ペーパー） 
 
 
 

１． 開催候補地について 

・ 立地地域ではこれまで新潟県刈羽村、青森県、福井県
敦賀市で開催しており、次回を立地地域で開催するなら
ば、原子力発電についての課題等を勘案すると、例えば
福島県、新潟県柏崎市か。 

・ 消費地ではこれまで東京都、埼玉県で開催しており、次
回を消費地で開催するならば、大消費地として例えば大
阪か。 

 

２．検討事項 

・ これまで共催で開催したのは刈羽村のみであるが、次
回は地域の婦人団体をはじめ消費者団体やＮＰＯ、
NGOなどと共催することを考えてはどうか。 

・ 共催する場合、テーマを決めてから開催地を選ぶのか。
開催地を決めてからテーマを選ぶのか。 

・ 共催が可能ならば、前回同様、開催日、開催場所、テー
マ、パネリストなどは共催をお願いする団体と話し合いを
重ね、共催相手の意向も踏まえて決定する。 
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福島県（双葉町、富岡町、福島市、郡山市）

新潟県（刈羽村、柏崎市） H14.1.15開催（刈羽村）

静岡県（浜岡町）

福井県（敦賀市、福井市） H15.6.28開催（敦賀市）

島根県（松江市）

佐賀県（玄海町）

鹿児島県（川内市）

青森県（六ヶ所村、青森市） H15.3.15開催（青森市）

茨城県（東海村）

東京
H14.7.24
H14.11.19　開催

大阪

静岡県（静岡市）

愛知県（名古屋市）

広島県（広島市）

香川県（高松市）

兵庫県（姫路市）

首都圏近郊（横浜市、さいたま市、千葉市な
ど）

H15.10.14　開催
（さいたま市）

宮城県（仙台市）

北海道（札幌市）

核燃料
サイクルの
立地地域

発電所の
立地地域

消費地

次回の市民参加懇談会の開催候補地について


